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【諸　言】学生 を対 象 と した授業 に関す るア ンケ ー
ト調査 は年度末 に実施 され るこ とが多 く,改 善 点
は次年度 の学年 に適応 され る。 しか し,年 度 内 に
学習方 法 に関す るアンケー ト調査 を学生 と教 員 を
対象に実施することで相違点 を抽出 し,相違点に
関 して同じ方向性で努力 していくことで学習効果
が向上すると考えられる。本研究 は総合学習 Ⅱ ・
Ⅲの学生 と教員を対象に,同 一内容で学習方法,
授業方法および学習時間に関するアンケー ト調査
を実施 し,同意点や相違点を検討 したものである。
【対象および方法】総合学習 Ⅱの学生(2年 生)
36名,総合学習 Ⅲの学生(3年 生)46名,総合
学習 Ⅱ ・Ⅲの担当教員16名を対象 とした。 アン
ケー ト項 目は学習方法,授 業方法,資 料,講 義 ・
実習以外の1日学習時間(学 生のみ),国家試験合
格に必要な1日 学習時間とした。
【結　果】学習方法は学生 ・教員とも復習主体 と
回答 したものが多かったが,3年 生では95.7%,
教員では68.8%であり,統 計学的有意差がみられ
た(p<0.05)。授業方法は学生 ・教員 ともスライ
ド主体と板書主体はほぼ同数であった。講義の資
料でスライ ドのコピーと回答 したものは2年 生で
47.2%,3年生で54.3%,および教員では18.8%で
あり,3年 生と教員の間に統計学的有意差がみ ら
れた(p<0.05)。授業 ・実習以外の1日 平均学習
時間は,2年 生では1.4±1.2時間,3年 生では1.3
±1.1時間であった。 また,全 く自習 していない
学生は2年生では19.4%,3年生では21.7%であっ
た。国家試験合格に必要と考 えている平均学習時
間は,2年 生 では5.4±2.7時間,3年 生で は6.0
±3.3時間であり,両 学年 とも実際の学習時間 と
の間に統計学的有意差がみ られた(p<0.01)。教
員が国家試験合格に必要 と考 えている平均学習時
間は3.0±1.2時間であり,2年 生および3年 生 と
の間に統計学的有意差がみられた(p<0.01)。
【考　察】学生が望む学習方法は復習主体である
こと,資料はまとめよりもスライ ドのコピーを欲
していること,半 数以上の自習時間が1時 間以内
であることから,受動的な学習行動が考えられる。
受動的学習行動 を能動的学習行動に変換 させ,学
外での学習時間を増加 させる授業方法が望 まれる。
